
家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

I Pa － 5

〔(社) 日 本家政 学 会

積極的な生活態度を持つ高齢者の家族関係－デンマーク・日本の調査より
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目的　活力ある高齢社会を築くために、家族の在り方はいかにあるべきかを探る事を目的
とする。積極的生活態度を持つと思われる高齢者の家族に関する意識をしらべる。
方法　積極的生活態度を持つと思われる高齢者に1995 、■96年にアンケート調査を行った。
調査対象は、デンマーク、コペンハーゲン周辺在住の男子26  名、女子41 名、日本は、東
京近郊在住の友の会、男子122  名、女子228 名、埼玉県で英会話を学習してい るグループ

の男子17 名、女子33 名である。コントロールとして埼玉県新座市福祉セ ンター利用者、

男子18 名、女子53 名の資料を用いた。
結果　主な結果は次の通りである。①同居家族：デンマークでは、男女ともに配偶者と暮

す人以外はひとり暮らしである。日本では、配偶者以外に未婚子・既婚子夫婦・孫との同
居もある。②家族との交流：デンマークは、男女ともに約15 ％が「子や孫といつも一緒

に生活できるのがよい」であり約77 ％が「時々会って食事や会話をしたい」である。日
本では、特に新座市福祉センター利用者の女子では、「子や孫といつ も一緒に生活できる
のかよい」が約44 ％であり「時々食事や会話」33 ％を上回っている。また、「人のために
役立つことをしているか」の問には、デンマークでは男女ともに「家族のために役立って
いる」ほかいろいろなことに役立っている意識が強いのに対し、特に新座市の福祉センタ
ー利用者の女子は「何もしていない」と答えた人が約20 ％いるが、70 ％の人が「家族の

役に立っている」意識をもっている。③子供からの経済的援助：デンマークは、男女とも
に Ｏ％であるが、日本は約10 ％の人が子供からの経済的援助を受けている。
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【目的】①高齢者の介護者が、介護役割を通じて体験する発達的側面とそれに関連する要因

を検討する。②介護の中で体験される介護役割および老いと死の受容過程を明らかにする。

【方法】対象者:I在宅介護者群,皿高齢者施設職員群､皿介護体験のない一般人群､計122 名。

方法:k介護による成長感、Bアイデンティティ意識､r介護に対する感情,1)被介護者への接し

方､E被介護者の人生の受けとめ方に関する57項目からなる質問紙。つづいて,1群の対象者

から10名を選択して面接調査を行った。

【結果と考察】(D I~Ⅲ群間の｢成長感｣得点には有意差は見られなかった。しかし、I在宅介護者

群の得点には個人差が大きかった。②そのため、介護体験のある|･l群のみを対象として成

長感の程度とB~Eの関連性を検討したところ、成長感に関連する要因として、介護者のアイ

デンティティ意識、介護に対する肯定的感情、被介護者の人生の受容、が示唆された。

③介護者の介護役割および､老いと死の受容プ・ セスには、r衝撃ゆ否認⇒怒り・=:〉抑うつ⇒

受容⇒目標⇒昇華｣ という特徴的なプ・セスが見出された。
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